
三菱カーナビゲーションシステム ご注意とお願い
・ 取付および接続作業の前に別冊の取扱説明
書「お客さまへ安全上のご注意」をお読み
ください。
・ 取付および接続作業は本取付要領書をよく
お読みの上、正しく行ってください。
・ 作業終了後、お客さまへ本取付要領書をご
返却ください。

形名

NR-MZ40シリーズ
( ナビゲーションシステム )

取付要領書
同梱物リスト
万一、内容物に不足がございましたらお買い上げの販売店にご連絡をお願いいたします。
※イラストと内容物の形状が実際と異なる場合があります。

ナビゲーション本体 電源ケーブル

サラネジ
(M5× 8) × 8

カップスクリュー
(M5× 8) × 8

クッションテープ
(長 ) × 4

クッションテープ
(短 ) × 2

GPSアンテナ、グランドプレート、クランパー、両面テープ 圧着式コネクター×3

GPSアンテナ グランドプレートクランパー×2両面テープ

● 取扱説明書 ● 取付要領書 
● 保証書 ● お客様相談窓口一覧表
● VICS約款 ● 地図データベース
● SDカード (地図用 ) ● miniB-CASカードおよび契約約款
● ご愛用者登録手続きのお知らせ ● ご愛用者登録ハガキ
● シリアルナンバーラベル ● シリアルナンバー取扱説明書
● カーナビ盗難防止チラシ

N871L69932　1/2　13-05(A2-d)

〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3( 東京ビル )

1  ナビゲーションの取り付けかた

・ 取り付けには、必ず付属のネジを正
しく使用してください。 ※ 取り付け角度は、水平～30°

の範囲で使用してください。
範囲外で使用した場合、故障
の原因となります。

注意事項

0～30°

MAX 8mm

MAX 8mm

内部 内部

取り付けネジ穴および奥行き寸法

取付基準面左側面図 右側面図

取付基準面が適切になるネジ穴を使用してください。

取付基準面

ユニット取り付けの注意点について
・ ユニット背面にはコネクターや、ファンの通風孔があるため、車両の構造や取付キットのブラケット
形状によっては、ユニットが装着できない場合があります。取り付け前に、車両および取付キット
を確認してください。
・ パネル開口部の隙間が広く隙間が目立つ場合は、ナビゲーション本体にクッションテープを貼り付
けてください。

クッションテープ(長)

クッションテープ(短)

市販の取付キットなどに同梱されているエスカッションパネルは、
モニター部分が干渉して装着できない場合があります。
また市販の取付キット側でエスカッションを取り付ける指示が
ない場合は使用しないでください。
(隙間が目立つ場合はクッションテープを貼り付けてください。)

注意事項

取り付け例

＜車両側ブラケットで取り付ける場合＞
・ 既設の車両側ブラケットを用いて取り
付けます。年式、車種、グレードにより、
専用取付キット (市販の取付キット )が
必要な場合がありますので別途販売店
にご相談ください。

ナビゲーション本体

ブラケットのネジ穴の形状に合わせて
ネジを選びます。

サラネジ
(M5×8)

カップスクリュー
(M5×8)

車両側ブラケット(L)

車両側ブラケット(R)

＜トヨタ車に取り付ける場合＞
・ エスカッション(市販のエスカッション)
を用いて取り付けます。

エスカッションは、
カップスクリュー
(M5×8)×4で固定します。

車両側ブラケット

カップスクリュー
(M5×8)

エスカッション

ナビゲーション本体
カップスクリュー(M5×8)

＜ホンダ車に取り付ける場合＞
・ 標準取付キット (市販の取付キット )を
用いて取り付けます。

カップスクリュー
(M5×8)

ナビゲーション本体

ブラケット

＜マツダ車に取り付ける場合＞
・ 標準取付キット(市販の取付キット)と、
マツダ車用ブラケットを用いて取り付
けます。

ゴムブッシュ

ブラケット

リアブラケット

ブラケット

カップスクリュー
(M5×8)

後面の接続ケーブルが、リアブラケットと干渉し
装着しづらい場合、車両側にゴムブッシュ挿入穴が
上、下段に設けられている車種については左図のよ
うにリアブラケットを逆にし取り付けが可能です。

ナビゲーション本体

車種によっては、モニター部開閉時に取り付け用ネジ穴の遊びによりモニター上面部がセンター
コンソールに干渉する恐れがあります。その場合はナビゲーションユニットを取付ブラケットに
対して下側によせて取り付けてください。

注意事項

2  車両の信号の接続

車速信号の取り出し方
＜車速信号の取り出しについて＞
・ 車速信号は主にエンジン電子制御装置 (ECU) に接続されている車速信号ケーブルから取り出
します。これはエンジン電子制御装置が主に室内に取り付けられていて、車速センサー回路
から直接取るよりも場所の確認など配線作業が容易に行えるためです。

＜車両側車速信号ケーブルの位置＞
・ 車種、年式、エンジン型式の違いにより異なります。車速信号に関するお問い合わせは、お
買い上げ店または、別紙お客様相談窓口一覧表に記載の代理店にご相談ください。

配線終了後 " 接続確認のしかた (動作チェック )" をご覧になり、車速信号が確実に取り出
されていることを確認してください。車速信号が取り出せない場合、本機は正常に動作し
ません。

注意事項

パーキングブレーキ信号の取り出しかた
パーキングブレーキ信号線の位置は車両によって異なります。下記は代表的な例です。

パーキングブレーキ
信号ケーブル  

パーキングレバーASSY

圧着式コネクター 

車両側 

圧着式コネクター 

車両側 

パーキング
ブレーキペダル  

パーキングブレーキ
信号ケーブル

車両のパーキング
ブレーキ信号線  

車両のパーキング
ブレーキ信号線  

バック信号の取り出しかた

P

R

D
2
L

圧着式コネクター
バックランプ

バッテリー

 バック信号ケーブル(紫/白)テールランプ取り付け部の
裏側から取り出します。

バックランプを
確認してください。

BACK

3  GPSアンテナの取り付けかた
取り付け例
＜フロントダッシュボードに取り付ける場合＞
・ GPSアンテナ本体はダッシュボードの中央付近を避けてフロントガラスに近い位置に取り
付けてください。(ダッシュボード中央付近にGPSアンテナ本体を設置すると、センターコ
ンソールに設置されている周辺機器からの影響で受信感度が低下することがあります。)

グランドプレート
(必ず使用してください。)

両面テープ

GPSアンテナ本体
(グランドプレート裏面のセパレーターを
はがして貼り付け、その上に両面テープで貼り付けます。)

※ GPSアンテナ本体を車内に取り付ける場合、必ずグランドプレートを使用してください。
またグランドプレートを小さくするなどの加工をしないでください。十分な受信感度
が得られなくなります。

※ GPSアンテナ本体の設置場所は、GPS衛星からの電波がさえぎられない場所で、
なるべく平らで水平な面を選んでください。

※ GPSアンテナケーブルは、必要に応じてクランパーを使用して車両に固定してください。
※ GPSアンテナケーブルの配線はテレビやラジオのアンテナケーブルから離してください。
近づけて配線するとGPSアンテナの受信感度が低下する場合やテレビやラジオに妨
害を与える場合があります。

※ GPSアンテナ本体は、ナビゲーション本体、周辺機器およびそれらの接続ケーブルの
近くに取り付けないでください。近くに取り付けると受信感度低下の原因となること
があります。

注意事項

ナビゲーション
1) 車両への取り付け、および配線作業終了後、車両のイグニッションキーを<ACC>ま
たは<ON>にする

2) 動作チェックを行う
INFO  キーを押し、 設定 → システムの設定  → 車両取付確認 → 車両信号チェック を選び各項目の
動作チェックを行ってください。
(画面の見かたは付属の " 取扱説明書 " の 「車両取付確認」をご参照ください。)

3) GPS測位を確認する
INFO  キーを押し、 設定 → Navi の設定 → 自車位置の補正 → 自車位置情報 からGPSが測位し
ていることを確認します。GPS受信まで数分かかることがあります。(表示内容については付
属の " 取扱説明書 " の「自車位置の補正」をご参照ください。)

各項目のチェック結果でNGとなった場合は、必ず車両を安全な場所に停車し、取り付け・配線
をもう一度確認してください。

注意事項

4) 車速・ジャイロの初期設定 (自動 )を行う
見晴らしの良い場所をしばらく一定速度で走行し、交差点で右左折を行ってください。

5) 初期設定を確認する
INFO  キーを押し、 設定 → Navi の設定 → 自車位置の補正 → センサー補正状況 を選び画面を確認
します。(センサー学習情報の確認は " 取扱説明書 " の「自車位置の補正」をご参照ください。)

※ 手順5) で車速パルス数の表示が「 - - - - - 」のときは初期設定が完了していないか、
車速信号の取り出しが正常でない場合が考えられますので、接続を確認した後、手順4) ～ 5) を
繰り返してください。

※ 初期設定中は、自車位置マークが正しく動かないときがあります。
※ 車種・年式・エンジン型式により車速パルス数が異なりますので、ナビゲーションユニット本
体を別の車両に積み変えた直後は実際の移動距離と異なることがあります。また、タイヤを交
換された場合も同様です。

注意事項

自車位置精度と自動補正について
・ 自車位置精度は上記 " 接続確認のしかた (動作チェック )" による初期設定完了後、GPSの受信状態
の良いときに直線道を一定速度で走行しますと車速自動補正が働き、交差点で右左折を繰り返すこ
とでジャイロの自動補正が働きます。車速とジャイロの自動補正が働くことで自車位置精度が徐々
に向上していきます。
(自車位置精度が安定するまで、場合によっては数時間の走行が必要な場合があります。見晴らし
の良い高速道路のような場所を走行しますと自動補正が働き易くなります。)

4  接続確認のしかた (動作チェック ) 5  カメラの設定
※ 別売のリアカメラを本機に接続した場合に以下の操作を行います。

リアカメラの接続設定
この操作の後、必ず裏面の「リアカメラを取り
付けた場合の設定」を行ってください。

1) INFO  キーを押す
INFOメニューを表示します。

2) 設定  → Info の設定  にタッチする

3) リアカメラの設定  にタッチする
4) リアカメラの接続設定  にタッチする

5) 接続あり  にタッチする

 

接続あり 接続なしリアカメラ接続

リアカメラの接続状態を設定します

リアカメラの接続設定

戻る

10:00

 ▼
リアカメラの使用が可能となります。



コネクターの脱着について
各コネクター接続時は確実に奥まで差し込んでください。また取り外す際には、矢印の部
分を押しながらコネクターを引き抜いてください。

外部入出力ケーブル GPSアンテナ用コネクター電源ケーブル アンテナケーブル

圧着式コネクターの使いかた
1) ～ 4) の手順で取り付けを行ってください。

1) 車両側信号ケーブルから信号を取り出す位置
を決め、圧着式コネクター内に通す

車両側信号ケーブル 

圧着式コネクター  

2) カバーBを折り返し、指でパチンと音がする
まで確実に押し込む。本体ユニット側ケーブ
ルの先端を圧着式コネクターに差し込む
( 側面に当たるまでケーブルを差し込んでください )

本体ユニット側ケーブル  

カバー  B

3) 上面の金具をプライヤーなどではさみ込み、
車両側信号ケーブルと本体ユニット側ケーブ
ルを固定する
( ケーブルが外れないように確実に固定してください )

プライヤー 

金具 

4) カバーAを折り返し、指でパチンと音がする
まで確実に押し込む

カバー  A

接続図

(白)

(白／黒)

(灰)

(灰／黒)

(緑)

(緑／黒)

(紫)

(紫／黒)

フロント左

フロント右

リア左

リア右

車両側スピーカー

●バック信号端子(BACK) 
 車両側バック信号線に接続します。

(紫／白)
圧着式コネクター 付属

(若草)

圧着式コネクター 付属

●パーキングブレーキ信号端子 
 車両側パーキングブレーキ信号線に接続します。

(桃)
圧着式コネクター 付属

● アンテナ電源端子
パワーアンテナ駆動用の電源を供給します。
(パワーアンテナ設定で自動／手動の選択ができます)

● 車速信号端子
車両側車速信号線に接続します。

(青)

● 照明電源端子
ライトスイッチをONにすると電源が供給される端子
に接続します。

(橙)

● アクセサリー電源端子
イグニッションキーをACCの位置にすると電源が供給
される端子に接続します。

(赤)

(黄)ヒューズ15A

● バッテリー電源端子
イグニッションキーを切っても、常時電源が供給
される車両のヒューズユニットを通した後の端子
に接続します。

電源ケーブル

(黒)
● アース端子(GND)

車両の金属部にネジ止めします。

(青/白)

P.ANT

PARKING
BRAKE

BACK

SPEED

R-RCH

F-RCH

R-LCH

F-LCH

ILL ＋

ACC

BATT

● リモート端子
使用できません。

REMO

車両側AM/FM用
アンテナプラグ

GPSアンテナ

※ 別紙のTVアンテナ取付要領書を参照してください。

アンテナケーブル(A)

アンテナ(A)

アンテナケーブル(B) 

アンテナ(B)

別売
バックカメラ接続ケーブル

(LE-40BC)

別売
バックカメラ
(BC-20U)

BACK

ACC

車両のバック信号線へ
(圧着式コネクターで接続)

※レーンアシスト機能非対応

車両のアースへ

接続しません。

車両のACC端子へ

スイッチ

RCA映像出力
ケーブル

バックカメラ中継
ケーブル

電源ケーブル

1A

カメラボックス

FC OUT RC IN FC IN 電源コネクターFC/RC OUT

CVBS_AUX_IN

AUX_IN_R

AUX_OUT_R

AUX_OUT_L

CVBS_AUX_OUT

赤

白

白

黄

黄

赤

AUX_IN_L

● 音声入力(右)

● 音声入力(左)

● 映像入力

ビデオカメラなどを
接続します。

使用できません。

外部入出力ケーブル
(LE-126AV-FF)

別売

三菱電機製DSRC車載器

DSRC接続ケーブル
(LE-68FF-2SS)

対応の可否は販売店または
お客様相談窓口にご相談ください。

三菱電機製DSRC車載器

DSRC接続ケーブル
(LE-64FF-2SS)

対応の可否は販売店または
お客様相談窓口にご相談ください。

別売別売 別売 別売

映像(黄)USB

USB接続ケーブル
(LE-12UB-FM)

iPod接続ケーブル
(LE-21AV-MM)

iPod

リアカメラを取り付けた場合の設定
レーンアシストの設定
カメラの取付環境の入力や映像などの補正
が行えます。

※ 当社製バックカメラ (BC-20U) は
レーンアシスト機能に対応しており
ません。

※ レーンアシスト機能を使用するには
当社推奨のバックカメラをご使用く
ださい。詳しくは当社ホームページ
をご覧ください。

注意事項

1) INFO  キーを押す
INFOメニューを表示します。

2) 設定  → Info の設定  にタッチする

3) レーンアシストの設定  にタッチする
4) [ 取付カメラ設定 ]の 未実施  
にタッチする

※ 2回目以降の設定では [設定済み ]に
タッチしてください。

5) “設定する項目”にタッチする

 

100cm

1376

1000

1

0cm

カメラ設置位置：高さ

カメラ設置位置：左右位置

カメラパラメータA

カメラパラメータB

カメラパラメータC

カメラ設置位置の高さを設定してください

取付カメラの設定

戻る 決定

10:00

取扱説明書の「設定内容について」を
ご覧になり、車両取付に応じた設定を
行います。

6) 決定  にタッチする
 ▼
カメラの設定が完了し、[未実施 ] から
[ 設定済み ]に変わります。

7)[ レーンアシスト ]の 使用する  に
タッチする

 ▼
レーンアシストの設定が完了します。

設定内容について
カメラ設置位置：

高さ※1

地面からカメラレンズの中
央までの高さを入力します。
50～200cmの範囲で入
力できます。(工場出荷時は
100cm)

50 ～
200cm

リアカメラ

カメラ設置位置：
左右位置※1

車両幅の中心を0としたカメ
ラの中心までの距離 (ズレ )
を設定します。－125～
125cmの範囲で入力できま
す。車両進行方向に向かって
“＋”が右側“－”が左側にな
ります。
(工場出荷時は0cm)

右側(＋)

左側(－) リアカメラ

車両進行方向

カメラパラメータA ※ 各値は、三菱電機ホームペー
ジで公開しています。カメラパラメータB

カメラパラメータC
カメラパラメータD

車幅 自車の車幅 (車検証の値 )を
設定します。100～ 250cm
の範囲で入力できます。
(工場出荷時は169cm)

※ 1 以下の設定範囲でレーンアシストを動作させることを推奨
します。
高さ：70cm以上、左右位置：±30cm以内
実際のカメラ設置位置が上記の推奨設定範囲内に収まらない
場合は、レーンアシストが正常に動作しない恐れがあります。

ガイド線の調整
リアカメラ使用時に表示するガイド線の位置を
調整することができます。

※ 調整する際は、駐停車禁止区域外の安全な
場所で行ってください。

※ できるだけ、水平な場所で行ってください。
※ 目印を付けるときは、必ずエンジンを切って
パーキングブレーキをかけて行ってください。

注意事項

1) 車幅 +両側約20cmの位置 (地面 )に
直線の目印を付ける

 

20cm

20cm

20cm

20cm

目印は粘着テープなどで行い、車両の全長
よりも少し長めに付けてください。

2) 車両を約2.5m前進させ、車両最後尾
に直線の目印を付ける

 

車両最後尾

3) 手順 2の目印から約50cmおよび
約2mの位置に目印を付ける

 

50cm2m

リアカメラの映像でも認識しやすいように
少し大きめの「×」印を付けることをおす
すめします。

4) INFO  キーを押す
INFOメニューを表示します。

5) 設定  → Info の設定  にタッチする

6) リアカメラの設定  にタッチする
7) カメラガイド線の設定  にタッチする
8) カーソルスイッチにタッチしガイド線
を調整する

 

戻る 決定ガイド線消去

9) 決定  にタッチする

 

戻る 決定ガイド線消去

 ▼
ガイド線の調整が完了します。

※ ガイド線が表示されていない場合は、[ガ
イド線表示 ]にタッチしてください。

※ 左右のオレンジ線と緑線は、手順1の目印
を目安に位置や角度を調整してください。

※ 画面下の青線は、手順3の目印の車両最後尾か
ら50cm離れた位置を目安に調整してください。

※ 画面上の黄緑線は、手順3の目印の車両最後尾
から2m離れた位置を目安に調整してください。

アドバイス


